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伊勢崎市記者会見資料 

やりたいをカタチに支援事業の募集について 

                                               

市民部市民活動課 

伊勢崎市では、市民一人ひとりの「やってみたい」という想いを具体的な活動へとつなげるた

め、「やりたいをカタチに支援事業」を実施します。 

多様な世代や団体が連携し、新たな価値を生み出す「多主体共創」の活動を推進し、市民活動

団体の継承と、持続可能な共創社会の実現を目指します。 

 

１ 募集概要  本事業では、多様な世代・企業・学校・市民団体が連携し、それぞれの強み

を持ち寄って新たな価値を生み出す「多主体共創」の取り組みを募集します。 

２ 事業拡充の背景  市民活動における「担い手不足」や「活動の固定化」といった課題を解決

するため、市民一人ひとりの「やってみたい」という想いを実際の行動に

つなげる仕組みを構築し、事業化したものです。 

３ 事業内容  事業を３種類に細分化することで、目的に応じて最適な支援を選択しやす

くしました。あわせて、従来の「協働まちづくり事業」を拡充して補助金

を増額したほか、資金繰りの不安を解消し円滑な事業開始を支援するため

の「前払い制度」を新設しました。 

４ 事業の種類と補助額  

事業の種類 ①地域力アップ事業 ②若者アイデア実現事業 ③いせさきフェスタ事業 

事業の詳細 主に地域づくりを目的と

した市民団体等のアイデ

アで、まちの魅力を発見

し、及び創造して地域の

未来を開く「地域づくり」

に取り組む事業 

主に若者（４０歳未満に限る）の

団体等であって、構成員の８割が

若者かつ代表が若者であるもの

が、新しい価値を創造し地域の未

来を開き、地域交流及び活性化に

取り組む事業 

主に市内で活動する複数の

市民団体が協力し、全市民

を対象としたまちの未来を

彩るイベントの開催に取り

組む事業 

補助額 

 

 

 

 

当該経費の３分の２以内

の額（上限あり） 

〇１年目は５０万円 

〇２年目は３０万円 

〇３年目は２０万円 

当該経費の１０分の１０以内の額

（上限あり） 

〇１年目は５０万円 

〇２年目は３０万円 

〇３年目は２０万円 

当該経費の３分の２以内の

額（上限あり） 

〇１年目は１００万円 

〇２年目は６０万円 

〇３年目は４０万円 

※必要に応じた前金払い制度あり 
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６ 募集期間  ・募集第１期：令和８年３月２日（月）から４月３日（金） 

※企画提案書の受付は３月２３日（月）から行います         

・募集第２期：令和８年７月６日（月）から８月７日（金）を予定 

７ 募集方法  募集期間内に、市民活動課までご連絡ください。 

参加団体ごとに、事業内容や書類作成に関する事前打ち合わせを個別に行い

ます。打ち合わせ終了後、期間内に企画提案書等の必要書類を提出していた

だきます。 

８ 審査会   ご応募いただいた団体による事業プレゼンテーションの公開審査を実施いた 

します。 

・募集第１期開催：4月１９日の日曜日を予定 

・募集第２期開催：９月上旬を予定 

９ そ の 他  詳細については、別紙の募集用チラシをご覧ください。 

 

 

問い合わせ先 市民活動課長 鈴木 電話 61‐6712 
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